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「
医
心
方
」
房
内
篇
に
つ
い
て
の
考
察

〔
要
旨
〕
束
ア
ジ
ア
の
医
学
史
に
お
い
て
、
房
中
術
の
内
容
を
独
立
の
一
章
と
し
て
医
学
全
書
に
編
入
し
た
こ
と
は
、
「
医

心
方
』
編
集
の
最
大
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
た
。
独
自
の
分
類
を
も
つ
房
内
篇
は
、
貴
族
の
房
内
保
健
に
貴
重
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
女
性
を
尊
重
す
る
編
集
内
容
は
当
時
の
官
僚
制
度
、
対
等
に
近
い
男
女
関
係
な
ど

の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
房
中
術
専
門
書
が
古
く
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
初
め
か

ら
房
中
術
は
方
術
と
み
な
さ
れ
ず
、
一
種
の
異
国
的
性
愛
文
化
と
し
て
受
容
さ
れ
た
傾
向
が
あ
る
。
浦
嶋
子
伝
説
の
分

析
を
通
じ
て
、
平
安
時
代
の
「
色
好
み
」
と
言
わ
れ
る
文
化
形
成
の
根
底
に
は
、
房
中
術
専
門
書
が
一
定
の
影
響
を
与

え
た
と
示
唆
さ
れ
る
。
丹
波
康
頼
は
、
貴
族
社
会
の
房
中
術
に
対
す
る
行
き
過
ぎ
た
認
識
を
改
め
る
た
め
、
懸
命
に
房

中
術
の
知
識
を
医
学
領
域
に
取
り
戻
そ
う
と
し
た
編
纂
動
機
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
「
医
心
方
』
房
内
篇
編
集
特
徴
、
編
纂
動
機
、
性
愛
文
化
、
浦
鳴
子
伝
説
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古
代
中
国
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
医
学
史
に
お
い
て
、
『
医
心
方
』
の
よ
う
な
医
学
全
書
に
古
代
房
中
術
に
関
す
る
内
容
を
独
立
の
一
章

（
房
内
篇
）
と
し
て
編
入
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
珍
し
い
試
み
だ
と
い
え
る
。
『
医
心
方
』
は
こ
の
よ
う
な
構
成
上
の
最
大
特
徴
ゆ
え
、
古
代

日
本
の
貴
族
社
会
に
大
切
に
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
医
学
界
を
含
め
て
大
勢
の
人
々
の
好
奇
心
を
引
き
付
け
、
宮
中
に
秘
蔵
さ
れ
な
が

ら
も
数
多
く
の
伝
写
本
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
千
年
余
り
に
わ
た
っ
て
奇
跡
と
も
い
え
る
ほ
ど
散
快
も
な
く
、
ほ
ぼ
完
全
に
保
存
さ

れ
て
き
た
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
医
学
の
専
門
知
識
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
日
本
人
に
は
『
医
心
方
」
全
体

よ
り
そ
の
房
内
篇
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
房
内
篇
は
「
医
心
方
』
の
代
名
詞
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

『
医
心
方
』
に
対
す
る
評
価
は
、
時
代
の
変
遷
や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
房
内
篇
が
倫
理
、
道
徳
及

び
風
俗
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
一
つ
の
主
な
要
因
と
し
て
社
会
的
批
判
を
招
き
、
と
き
に
は
明
治
政
府
の
よ
う
な
権
力
の
介
入
に
よ
る
発

売
禁
止
の
騒
動
も
起
き
た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
日
本
に
伝
来
す
る
ま
で
、
長
い
間
漢
方
医
学
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た
医
療

活
動
の
な
か
で
、
貴
重
な
医
学
全
書
と
し
て
日
本
民
族
の
健
康
と
繁
栄
に
『
医
心
方
」
が
果
た
し
た
役
割
は
、
限
り
な
く
大
き
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
戦
後
ま
も
な
く
、
『
医
心
方
』
（
仁
和
寺
本
）
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
房
内
篇
の
注
釈
本
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
房
内

篇
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
本
論
で
は
、
房
内
篇
を
中
心
に
置
き
、
「
医
心
方
」
に
お
け
る
房
内
篇
の
役
割
、
収
録
さ
れ
た
条

文
や
分
類
の
特
徴
等
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
編
纂
者
を
と
り
ま
く
時
代
背
景
、
社
会
環
境
、
生
活
風
俗
と
関
連
さ
せ
、
広
い
視
野
か
ら
房

内
篇
が
編
集
さ
れ
た
目
的
や
動
機
等
を
考
察
し
て
み
た
い
。

宮
廷
医
官
・
鍼
博
士
で
あ
っ
た
丹
波
康
頼
は
天
元
五
年
か
ら
『
医
心
方
』
の
編
募
に
取
り
組
み
始
め
、
二
年
後
に
完
成
し
た
と
同
時
に
、

一
、
は
じ
め
に

一
、
「
医
心
方
』
と
房
内
篇
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（
１
）

永
観
二
年
十
一
月
二
十
八
日
に
時
の
円
融
天
皇
に
献
上
し
た
。
『
医
心
方
」
の
編
集
に
当
た
っ
て
引
用
さ
れ
た
本
は
二
百
四
部
、
収
録
さ
れ

た
条
文
は
一
万
八
百
以
上
に
も
及
ん
で
い
る
。
最
も
多
く
引
用
さ
れ
た
医
学
書
は
七
世
紀
の
『
千
金
要
方
」
で
、
一
千
二
百
七
十
三
条
で
あ

（
ツ
ー
）

る
。
唐
代
中
期
八
世
紀
の
有
名
な
医
学
全
書
、
「
外
台
秘
要
方
」
か
ら
引
か
れ
た
条
文
は
、
十
条
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

「
千
金
要
方
」
と
同
じ
三
十
巻
か
ら
な
る
『
医
心
方
」
に
お
い
て
、
医
の
倫
理
と
も
い
う
べ
き
、
巻
一
総
論
の
「
治
病
大
体
第
こ
篇
（
半

井
本
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
）
は
、
「
千
金
要
方
』
巻
一
「
大
医
精
誠
篇
」
（
影
印
倣
宋
本
、
台
湾
宏
業
耆
局
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
両
害
と
も

に
婦
人
病
に
は
三
巻
、
小
児
病
に
は
二
巻
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
風
病
、
鍼
灸
、
養
生
、
食
治
な
ど
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
を
設
け
て
い
る
。
『
千
金

要
方
』
の
構
成
な
ど
が
、
『
医
心
方
』
の
編
集
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
『
千
金
要
方
」
養
性
篇
に
は
「
房
中
補
益
第
八
」
と

い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
養
生
学
の
一
部
分
と
し
て
そ
の
内
容
も
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
現
存
す
る
古
代
中
国
の
医
学
全
書
に

房
中
術
が
あ
る
の
は
、
一
千
金
要
方
」
が
初
め
て
で
あ
る
。
一
方
、
『
医
心
方
」
で
は
養
生
篇
と
は
別
に
房
内
篇
が
設
け
ら
れ
、
房
中
内
容
に

的
を
し
ぼ
り
幅
広
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
千
金
要
方
」
房
中
補
益
第
八
に
記
述
さ
れ
る
房
中
内
容
は
、
主
に
四
十
歳
以
上
の
男
子
が
房
中
術
を
修
得
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

過
剰
の
性
交
が
健
康
を
害
す
る
も
の
と
し
て
、
男
子
の
異
な
る
年
齢
層
に
お
け
る
適
正
な
性
交
射
精
の
回
数
を
述
べ
、
性
交
の
禁
忌
や
占
星

に
よ
る
子
づ
く
り
等
に
も
言
及
す
る
。
し
か
し
、
量
的
に
『
医
心
方
』
房
内
篇
の
十
分
の
一
に
も
満
た
ず
、
し
か
も
具
体
的
な
分
類
も
な

く
、
他
人
か
ら
の
引
用
な
の
か
、
そ
れ
と
も
自
ら
の
実
践
経
験
な
の
か
、
そ
の
出
典
が
ほ
と
ん
ど
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
千
金
要
方
」
を

著
し
た
孫
思
迩
は
有
名
な
道
士
で
も
あ
っ
た
の
で
、
房
中
補
益
篇
の
内
容
に
は
神
仙
道
教
の
影
響
が
強
く
、
道
士
た
ち
の
実
践
経
験
も
紹
介

（
３
）

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
房
内
篇
に
は
道
教
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
「
存
思
丹
田
」
の
房
中
術
や
、
占
星
求
子
術
等
が
収
録
さ
れ
て
い
な

日
本
で
は
『
医
心
方
」
よ
り
百
年
余
り
前
、
菅
原
岑
嗣
ら
が
詔
勅
に
よ
っ
て
撰
述
し
た
『
金
藺
方
」
五
十
巻
が
、
同
じ
『
千
金
要
方
』
を

（
４
）

真
似
て
編
集
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
丹
波
康
頼
は
「
医
心
方
』
の
編
蟇
に
当
た
っ
て
『
金
藺
方
』
の
内
容
を
熟
知
し
、
そ
の
編
集

い
0
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『
医
心
方
」
房
内
篇
は
、
多
数
の
古
代
房
中
術
専
門
書
か
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
条
文
を
選
択
的
に
収
集
し
な
が
ら
、
異
な
っ
た
理
論
の
要

点
を
引
き
出
し
て
、
至
理
第
一
、
養
陽
第
二
、
養
陰
第
三
、
和
志
第
四
、
臨
御
第
五
、
五
常
第
六
、
五
徴
第
七
、
五
欲
第
八
、
十
動
第
九
、

四
至
第
十
、
九
気
第
十
一
、
九
法
第
十
二
、
三
十
法
第
十
三
、
九
状
第
十
四
、
六
勢
第
十
五
、
八
益
第
十
六
、
七
損
第
十
七
、
還
精
第
十
八
、

方
法
な
ど
に
も
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に
『
金
藺
方
」
は
存
続
競
争
の
な
か
で
淘
汰
さ
れ
た
が
、
勝
ち
残
っ
た
『
医

心
方
」
に
、
房
内
篇
の
存
在
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
ま
で
収
集
さ
れ
て
き
た
五
十
数
種
類
以
上
の
「
医
心
方
』
写

（
二
回
）

本
は
八
群
に
分
け
ら
れ
、
平
安
末
期
、
鎌
倉
前
期
、
室
町
期
、
江
戸
中
期
や
末
期
に
そ
れ
ぞ
れ
書
写
さ
れ
た
写
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
人
々
の
手
に
よ
っ
て
次
か
ら
次
へ
と
書
写
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
医
心
方
』
へ
の
愛
着
心
に
は
ほ
か
の
医
学
専
門
書
に
な
い
魔
力
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
医
心
方
」
房
内
篇
に
は
『
彰
祖
経
」
『
玉
房
秘
訣
』
「
洞
玄
子
」
「
玉
房
指
要
』
な
ど
の
房
中
術
専
門
害
の
み
な
ら
ず
、
筆
者
の
集
計
で
は
、

医
薬
・
養
生
・
宗
教
な
ど
の
経
典
を
含
む
二
十
三
種
類
の
古
代
書
籍
か
ら
、
房
中
に
関
す
る
百
五
十
以
上
の
条
文
が
集
め
ら
れ
、
三
十
項
目

に
わ
た
っ
て
類
別
さ
れ
て
い
る
。
引
用
条
文
の
出
典
が
す
べ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
国
で
早
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
晴
唐
時
代
の
房

中
術
の
内
容
を
知
る
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
房
中
術
専
門
書
を
あ
る
程
度
復
元
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
清
朝
末
期
の
楊
守
敬
は
古
代

房
中
文
化
の
存
在
を
中
国
に
知
ら
せ
、
葉
徳
輝
は
日
本
か
ら
そ
れ
を
逆
輸
入
し
、
房
中
術
書
籍
を
部
分
的
に
復
原
し
て
出
版
し
た
。

こ
と
に
二
十
数
年
前
、
湖
南
長
沙
の
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
古
代
房
中
養
生
に
関
す
る
文
献
の
整
理
、
解
読
等
の
研
究
に
お
い
て
、

房
内
篇
は
欠
か
せ
な
い
参
考
資
料
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
房
内
篇
は
、
「
医
心
方
」
の
存
続
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
の
み
で
な
く
、
多
く
の
房
中
術
テ
キ
ス
ト
を
貴
重
な
供
文
と
し
て
保
存
し
、
古
代
房
中
術
及
び
晴
唐
以
前
の
性
愛
文
化

な
ど
の
研
究
に
お
い
て
確
実
な
貢
献
を
な
し
、
ほ
か
の
篇
章
に
較
べ
て
遙
か
に
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
、
房
内
篇
の
特
徴
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施
潟
第
十
九
、
治
傷
第
二
十
、
求
子
第
二
十
一
、
好
女
第
二
十
二
、
悪
女
第
二
十
三
、
禁
忌
第
二
十
四
、
断
鬼
交
第
二
十
五
、
用
薬
石
第
二

十
六
、
玉
茎
小
第
二
十
七
、
玉
門
大
第
二
十
八
、
少
女
痛
第
二
十
九
と
長
婦
傷
第
三
十
と
い
う
三
十
項
目
に
類
別
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
項
目
の
題
名
は
「
至
理
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
は
当
該
篇
の
文
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
抱
朴
子
』
内
篇
・
巻
五

は
「
至
理
」
を
題
名
と
し
、
金
丹
薬
を
初
め
、
房
中
、
行
気
、
服
薬
な
ど
の
多
様
な
仙
道
修
行
の
方
法
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
で

修
行
す
れ
ば
だ
れ
で
も
神
仙
に
な
れ
る
と
提
唱
す
る
文
章
の
冒
頭
に
は
、
「
微
妙
は
識
り
難
し
、
疑
惑
す
る
者
は
衆
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
か
ら
房
内
篇
に
「
至
理
」
を
用
い
た
編
蟇
者
の
真
意
を
理
解
す
る
な
ら
、
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
遣
暗
使
や
遣

唐
使
ら
に
よ
っ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
房
中
術
専
門
害
が
貴
族
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
奥
深
い
理
論
、
か
つ

誤
解
さ
れ
や
す
い
テ
ー
マ
を
改
め
て
『
医
心
方
」
と
い
う
医
学
全
書
に
一
種
の
医
学
知
識
と
し
て
紹
介
す
る
場
合
、
読
者
の
注
意
を
喚
起
す

る
の
み
で
な
く
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
狙
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

至
理
項
で
は
、
男
女
の
性
愛
は
陰
陽
造
化
の
原
理
に
基
づ
く
高
度
、
か
つ
微
妙
な
も
の
で
あ
り
、
体
内
精
気
の
生
成
・
蓄
積
及
び
、
新
た

な
生
命
の
育
み
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
一
方
、
女
色
を
む
さ
ぼ
る
者
の
身
に
は
、
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
と
説
い
て
い
る
。
男
女
交

接
の
技
は
、
一
時
的
快
楽
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
肉
体
的
、
精
神
的
な
調
和
に
よ
っ
て
生
活
の
質
を
充
実
さ
せ
、
健
康
増
進
、
老
化
防

止
な
い
し
寿
命
延
長
に
役
立
つ
養
生
方
法
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
政
治
を
執
り
行
う
立
場
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
節
度
あ
る
性

生
活
及
び
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
編
纂
者
が
生
き
て
い
た
時
期
に
は
短
命
の
天
皇
が
多
く
、
そ
の
原

（
６
）

因
に
つ
い
て
は
早
期
、
か
つ
過
剰
な
房
事
に
よ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
生
活
実
態
を
目
の
当
り
に
見
て
き
た
丹
波
康
頼
は
、
朝
廷

医
官
と
し
て
責
任
を
痛
感
し
、
『
医
心
方
』
に
房
内
篇
の
取
り
込
み
を
決
意
し
た
で
あ
ろ
う
。

房
内
篇
は
、
こ
の
よ
う
に
房
中
術
の
原
理
か
ら
始
ま
り
、
房
中
術
の
も
つ
多
様
な
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
男
女
性
愛
に
お
け

る
心
の
準
備
、
精
神
と
肉
体
の
完
全
調
和
を
重
要
視
す
べ
き
こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
た
上
で
、
精
力
の
維
持
方
法
、
適
正
な
射
精
回
数
、
過

剰
性
交
に
よ
る
副
作
用
、
子
づ
く
り
の
た
め
の
性
交
日
や
場
所
な
ど
の
選
択
、
性
機
能
衰
退
の
治
療
及
び
性
交
中
生
じ
る
疾
患
に
対
す
る
応
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急
措
置
等
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
現
代
医
学
や
運
動
科
学
な
ど
で
実
証
さ
れ
た
も
の
や
自
然
法
則
に
従
う
合
理
的
な
も

の
も
多
い
が
、
根
拠
の
な
い
推
測
、
迷
信
と
思
わ
れ
る
内
容
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
関
連
す
る
研
究
成
果
を
改
め
て
報
告
す
る
の
で
、
こ

こ
で
は
全
て
の
項
目
を
紹
介
せ
ず
、
い
く
つ
か
の
特
色
あ
る
項
目
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、
時
代
背
景
等
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
説
明
を
行
う
。

養
陰
を
単
独
の
項
目
と
し
て
立
て
た
こ
と
は
、
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
男
尊
女
卑
の
封
建
思
想
に
麻
陣
し
た
中
国
人
に
と
っ
て
簡

単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
「
沖
和
子
日
」
か
ら
始
ま
る
『
玉
房
秘
訣
」
の
条
文
で
は
、
女
性
の
房
中
術
に
よ
る
養
陰
効
果
は
、
男
児
の
出

産
、
美
容
、
病
気
の
予
防
、
健
康
増
進
、
寿
命
延
長
な
ど
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
成
功
し
た
例
と
し
て
夫
を
持
た
な
い
西
王
母
が
挙

げ
ら
れ
た
。
西
王
母
は
名
前
の
通
り
中
国
籍
の
女
性
で
は
な
く
、
遠
い
西
方
か
ら
き
た
女
神
ら
し
い
。
『
玉
房
秘
訣
』
の
著
者
は
こ
の
極
め
て

稀
な
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
な
が
ら
、
女
性
た
ち
が
西
王
母
を
真
似
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
「
是
を
以
て
世
教
を
為
す
べ
か
ら
ず
」
と
く

ぎ
を
さ
し
た
。
し
か
し
、
編
纂
者
は
敢
え
て
そ
れ
を
立
項
し
、
関
連
資
料
を
集
め
て
進
ん
で
公
開
し
た
。

『
医
心
方
』
の
編
纂
者
が
女
性
に
か
か
わ
る
房
中
術
の
論
説
を
探
し
出
し
、
養
陽
と
養
陰
を
並
立
し
た
こ
と
は
、
異
文
化
へ
の
理
解
の
相

違
で
は
な
く
、
当
時
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
に
深
く
関
係
し
て
い
る
と
示
唆
さ
れ
る
。
西
王
母
の
神
仙
伝
説
は
、
「
続
日
本
後

記
』
巻
二
仁
明
天
皇
に
関
す
る
条
文
に
す
で
に
紹
介
さ
れ
、
貴
族
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
八
世
紀
か
ら
九
世
紀

前
半
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
貴
族
女
性
は
夫
の
存
在
と
は
か
か
わ
り
な
く
朝
廷
に
出
仕
し
き
女
官
と
し
て
官
職
に
つ
き
位
階
を
得
た
の
で
、
男

（
７
）

性
と
同
等
に
公
的
家
が
設
置
さ
れ
、
中
下
級
官
僚
や
雑
色
が
家
政
機
関
成
員
と
し
て
国
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
房
内
篇
の
編
纂
者
は
医
官
と
し

て
当
時
の
朝
廷
内
外
の
実
状
や
貴
族
の
男
女
関
係
等
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
十
一
世
紀
に
入
っ
て
貴
族
層
女
性
に

（
８
）

禁
欲
生
活
が
強
制
さ
れ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
古
代
か
ら
平
安
後
期
に
続
い
た
対
等
な
男
女
関
係
、
性
愛
観
は
、
房
内
篇
の
編
集
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

玉
門
大
、
少
女
痛
及
び
長
婦
傷
な
ど
の
諸
項
で
は
、
老
女
の
性
愛
や
少
女
の
結
婚
か
ら
生
じ
や
す
い
性
器
の
疾
患
に
つ
い
て
は
、
関
連
す

る
原
因
や
治
療
方
法
等
を
詳
し
く
説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
古
代
中
国
の
医
学
書
で
は
、
ほ
と
ん
ど
一
般
の
婦
人
病
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
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中
国
人
の
そ
れ
ら
を
医
家
に
限
ら
れ
た
専
門
知
識
と
す
る
考
え
方
に
対
し
、
「
医
心
方
』
の
編
纂
者
は
房
中
術
と
直
接
か
か
わ
る
も
の
と
し

て
房
内
篇
に
収
録
し
、
貴
族
に
広
く
知
ら
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
臨
床
分
類
の
相
違
だ
け
で
な
く
、

女
性
の
精
神
的
、
肉
体
的
な
苦
痛
を
理
解
し
な
い
限
り
、
そ
の
よ
う
な
発
想
が
出
て
こ
な
い
。
さ
ら
に
、
至
理
項
の
「
千
金
要
方
三
房
中
補

益
か
ら
引
用
し
た
四
十
歳
以
上
の
男
性
が
房
中
術
を
修
得
す
る
必
要
性
を
強
調
す
る
条
文
で
、
原
文
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
「
所
以
彰
祖
日

以
人
療
人
、
真
得
其
真
」
と
い
う
露
骨
な
表
現
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
を
使
っ
て
治
病
す
る
真
実
性
を
疑
う
こ
と
よ
り
も
、
女

性
を
尊
重
す
る
編
纂
者
の
意
識
が
明
ら
か
で
あ
る
。

丹
波
康
頼
は
、
自
分
の
古
代
房
中
術
に
対
す
る
見
解
を
、
自
分
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
全
く
説
明
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
房
内
篇
の
収
集
内
容
や
編
集
の
か
た
ち
を
通
じ
て
、
彼
の
房
中
術
を
房
内
保
健
と
し
て
懸
命
に
医
学
領
域
に
取
り
戻
す
熱
意
が
感
じ
ら

れ
る
と
同
時
に
、
房
中
術
を
医
学
知
識
と
し
て
、
当
時
の
日
本
社
会
の
実
状
に
合
わ
せ
て
貴
族
た
ち
に
正
し
く
再
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
編

集
動
機
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
女
性
を
尊
重
す
る
編
集
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
、
中
国
文
化
の
な
か
で
最
も
残

酷
、
か
つ
蓋
恥
す
べ
き
一
つ
の
負
の
文
化
遺
産
と
い
え
る
、
「
多
御
少
女
」
の
房
中
術
に
対
し
て
批
判
も
し
な
い
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
ま

こ
と
に
残
念
な
こ
と
と
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
の
中
央
主
権
国
家
の
政
治
を
模
倣
し
、
律
令
制
度
を
導
入
し
た
古
代
日
本
で
は
、
父
系
制
が
成
立
し
て
も
慣
習
的
な
行
為
が
な
さ
れ

る
実
際
の
生
活
現
場
に
お
い
て
は
、
大
和
朝
廷
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
の
長
い
時
期
が
、
母
系
原
理
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
過
渡
期
で
、
平

（
９
）

安
中
期
頃
ま
で
に
婿
取
婚
が
主
に
行
わ
れ
て
、
女
性
は
な
お
自
主
性
を
も
ち
、
社
会
的
地
位
も
ま
だ
低
落
し
て
い
な
か
っ
た
。
恋
愛
や
離
婚

の
自
由
が
あ
り
、
男
女
の
合
意
の
も
と
に
性
愛
関
係
が
も
た
れ
た
。
少
な
く
と
も
九
世
紀
頃
ま
で
は
妻
が
夫
以
外
の
男
性
と
結
ぶ
性
的
関
係

（
帥
）

は
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
女
性
の
意
志
に
反
し
た
強
姦
の
よ
う
な
性
的
行
為
も
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
十
世
紀
の
初

四
、
房
内
篇
成
立
の
時
代
背
景
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（
Ⅲ
）

頭
に
は
、
男
女
の
性
愛
関
係
は
、
不
平
等
な
関
係
が
す
で
に
芽
生
え
て
い
た
が
、
差
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
対
等
に
近
い
男
女
の
性
愛
関
係
は
、
平
安
前
期
の
現
存
最
古
の
歌
物
語
、
「
伊
勢
物
語
』
に
も
現
れ
て
い
る
。
そ
の
時
代
に

は
社
交
的
、
お
し
ゃ
れ
な
感
覚
で
あ
る
「
色
好
み
」
の
風
潮
が
栄
え
、
よ
り
多
い
人
を
相
手
に
し
て
恋
愛
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
ら
し
い
。

し
か
も
若
い
男
女
に
限
ら
ず
、
老
女
の
性
愛
に
も
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
「
伊
勢
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
三
人
の
息
子
を
も
つ
老
女

が
、
情
が
あ
り
、
か
つ
誠
実
な
男
に
逢
い
た
い
と
の
こ
と
で
、
心
優
し
い
三
男
が
情
の
深
い
在
原
業
平
に
母
の
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う

（
吃
）

に
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
業
平
は
そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
老
女
と
共
寝
を
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
青
年
の
光
源
氏
が
源
典
侍
と
い
う
還
暦
に

（
Ｂ
）

近
い
老
官
女
を
愛
人
に
し
た
驚
く
べ
き
行
状
と
も
合
致
す
る
。
息
子
が
他
人
に
母
と
の
性
行
為
を
依
頼
し
、
老
女
に
愛
欲
を
許
す
と
い
っ
た

当
時
の
社
会
風
俗
は
、
房
内
篇
の
編
集
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

限
り
の
あ
る
俗
世
の
恋
を
超
越
し
て
、
女
神
と
の
大
恋
愛
が
描
か
れ
る
「
続
浦
嶋
子
伝
記
」
で
は
、
漁
師
浦
嶋
子
は
、
海
か
ら
釣
り
上
げ

た
亀
が
美
女
と
な
っ
て
、
蓬
莱
仙
山
の
神
宮
に
連
れ
ら
れ
て
行
き
、
こ
の
仙
女
と
結
婚
し
て
幸
せ
な
夫
婦
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
耐
え
ら

（
Ｍ
）

れ
な
い
帰
郷
の
念
で
女
神
と
別
れ
た
後
、
約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
た
め
に
再
会
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
伝
記
の
内
容
は
従
来
の
伝
説
と
大

筋
で
一
致
す
る
が
、
新
婚
初
夜
の
夫
婦
の
性
愛
行
動
に
極
め
て
官
能
的
な
描
写
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
嶋
子
、
神
女
と
共
に
玉
房
に
入
り
、

（
中
略
）
玉
体
を
撫
で
、
繊
腰
を
勤
め
、
嚥
腕
を
述
し
、
網
膠
や
魚
比
目
の
興
を
壷
す
。
鴦
同
心
の
遊
、
毎
巻
の
形
、
値
伏
の
勢
、
二
儀
の
理

に
普
会
し
、
倶
に
五
行
の
教
え
を
合
わ
す
」
と
加
筆
さ
れ
た
部
分
は
、
明
ら
か
に
『
洞
玄
子
』
な
ど
に
示
さ
れ
た
性
愛
の
前
戯
、
房
中
の
技

（
旧
）

法
、
性
交
の
体
位
な
ど
を
取
り
入
れ
て
文
芸
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

浦
嶋
子
、
又
は
浦
嶋
太
郎
伝
説
の
祖
形
と
言
わ
れ
る
最
古
文
献
と
し
て
、
「
日
本
書
紀
」
に
わ
ず
か
二
行
、
五
十
数
字
ぐ
ら
い
の
簡
単
な

（
蛆
）

記
事
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
文
末
に
記
さ
れ
る
「
語
は
別
巻
に
在
り
」
と
い
う
文
か
ら
、
別
巻
に
詳
し
い
伝
説
文
が
あ
る
と
示
唆
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
『
風
土
記
」
に
収
録
さ
れ
る
逸
文
「
丹
後
国
」
浦
嶋
子
伝
説
は
、
す
で
に
一
千
字
を
超
え
て
、
伝
承
物
語
の
原
形
を
整
え
て

（
Ⅳ
）

い
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
詠
わ
れ
た
『
万
葉
集
」
の
「
詠
水
江
浦
嶋
子
一
首
」
は
、
三
百
五
十
字
余
り
の
長
歌
と
し
て
さ
ら
に
文
芸
化
さ
れ
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（
肥
）
（
四
）

て
い
る
。
奈
良
末
期
も
し
く
は
平
安
初
期
に
成
書
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
浦
嶋
子
伝
」
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
言
事
談
」
第
一
所
収
）
は
、

神
仙
思
想
の
知
識
を
詰
め
た
文
学
作
品
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
こ
で
は
浦
嶋
子
を
平
凡
な
漁
師
と
せ
ず
、
仙
女
に
見
合
う
「
地
仙
」
に

昇
格
さ
せ
た
の
み
で
な
く
、
道
教
の
房
中
術
が
小
説
と
し
て
文
芸
化
さ
れ
た
「
遊
仙
窟
」
を
ふ
ま
え
た
字
句
表
現
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て

『
浦
嶋
子
伝
」
に
注
釈
と
漢
詩
を
加
え
、
文
学
的
な
潤
色
を
行
い
、
さ
ら
に
房
中
術
の
内
容
を
大
胆
に
書
き
込
ん
だ
「
続
浦
嶋
子
伝
記
」
と

い
う
文
学
作
品
の
誕
生
は
、
偶
然
な
出
来
事
で
は
な
く
、
時
代
の
流
行
を
ご
く
自
然
に
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
始
祖
伝

承
の
古
典
伝
説
に
官
能
的
性
愛
行
為
を
大
胆
に
加
筆
し
た
作
品
は
、
よ
ほ
ど
開
放
的
時
代
で
な
い
限
り
、
社
会
的
批
判
を
受
け
ず
に
今
日
ま

で
残
る
わ
け
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
伝
記
の
末
に
醍
醐
天
皇
の
延
喜
二
十
年
庚
辰
八
月
朔
日
に
成
っ
た
と
い
う
自
署
に
よ
っ
て
、
文
学
界
で
は

（
剛
）

西
暦
九
百
二
十
年
の
作
品
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
医
心
方
』
よ
り
半
世
紀
余
り
前
に
完
成
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
さ
ら
に
、
『
素
女

経
」
や
『
玄
女
経
』
な
ど
の
房
中
術
書
籍
が
日
本
に
伝
来
し
た
歴
史
を
考
え
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
平
安
時
代
の
「
色
好
み
」
と
言
わ
れ
る
文
化

形
成
の
根
底
に
は
、
古
代
房
中
術
の
書
物
が
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
推
測
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

献
上
さ
れ
た
『
医
心
方
」
に
対
し
て
、
医
学
の
門
外
漢
で
あ
る
天
皇
や
貴
族
た
ち
は
、
真
っ
先
に
房
内
篇
や
養
生
篇
に
興
味
を
示
し
た
で

あ
ろ
う
。
房
内
篇
の
独
自
性
あ
る
分
類
に
よ
っ
て
、
房
中
術
の
も
つ
多
様
な
役
割
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
貴
族
の
健
康
に
影
響

を
及
ぼ
す
性
生
活
に
お
い
て
、
医
学
の
立
場
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
房
中
術
を
男
性
専
用
の
も
の
と
せ

ず
、
女
性
の
健
康
に
も
同
様
に
有
益
に
な
る
と
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
女
性
を
尊
重
す
る
編
集
の
姿
勢
か
ら
、
当
時
の
官
僚
制
度
、
社

会
風
俗
に
現
れ
る
対
等
に
近
い
男
女
関
係
お
よ
び
性
愛
観
な
ど
が
、
編
集
作
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
医
心
方
』
の
献
上
に
よ
っ
て
七
十
三
歳
と
い
う
高
齢
の
丹
波
康
頼
が
手
に
入
れ
た
地
位
と
名
誉
は
、
こ
の
書
が
貴
族
か
ら
大
い
に
評
価

し〕
戸、

る型）
0

五
、
む
す
び
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（
”
幸

さ
れ
た
証
だ
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
の
発
展
や
礼
教
の
強
化
と
と
も
に
『
医
心
方
」
は
房
内
篇
を
持
つ
が
ゆ
え
に
医
学
経
典
の
地
位

（
”
）

か
ら
次
第
に
遠
ざ
け
ら
れ
、
と
く
に
近
代
で
は
、
売
春
街
で
春
画
や
舂
本
な
ど
と
同
列
同
種
に
こ
っ
そ
り
売
り
ひ
さ
が
れ
て
い
た
。
と
き
に

は
社
会
風
俗
を
乱
す
狼
褒
な
書
と
し
て
当
局
か
ら
取
り
締
ま
ら
れ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
近
年
で
も
、
『
医
心
方
』
房
内
篇
は
今
日
常
識
か
ら

（
型
）

懸
け
離
れ
た
当
時
社
会
の
「
色
好
み
」
と
い
う
性
的
現
象
を
支
え
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
最
新
医
学
著
書

は
、
異
常
と
も
い
え
る
性
的
風
習
を
科
学
思
想
の
面
か
ら
煽
動
し
た
の
み
な
ら
ず
、
医
学
技
術
の
面
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
『
素
女
経
』
や
「
玄
女
経
」
の
よ
う
な
古
代
房
中
術
専
門
書
は
、
遣
晴
使
や
遣
唐
使
ら
に
よ
っ
て
か
な
り
早
い
時
期
に
日
本
に
持

ち
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奈
良
朝
や
平
安
朝
に
お
い
て
仙
人
へ
の
憧
れ
、
神
仙
と
な
っ
た
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
て
も
、
房
中

術
を
不
老
長
生
の
道
術
と
し
て
仙
道
修
行
に
取
り
入
れ
た
記
述
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
奈
良
時
代
か
ら
道
教
の
民
間
へ
の
伝
授
が
律
令

（
お
）

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
、
方
術
を
伝
授
す
る
道
士
の
渡
来
記
録
も
な
い
の
で
、
房
中
術
は
初
め
か
ら
一
種
の
異
国
的
な
性
愛
文
化
と
し
て
受
容

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
続
浦
嶋
子
伝
記
」
に
織
り
込
ま
れ
た
房
内
術
に
関
わ
る
表
現
の
分
析
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
平
安
時
代
の
「
色

好
み
」
と
言
わ
れ
る
文
化
形
成
の
根
底
に
は
、
房
中
術
の
書
物
が
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
示
唆
さ
れ
る
。
朝
廷
の
侍
医
と
い
う
立
場
に
あ

っ
た
丹
波
康
頼
は
、
貴
族
社
会
の
房
中
術
に
対
す
る
行
き
過
ぎ
た
認
識
を
改
め
る
た
め
、
懸
命
に
房
中
知
識
を
医
学
領
域
に
取
り
戻
そ
う
と

し
た
編
蟇
動
機
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
類
を
見
な
い
新
し
い
医
学
全
書
が
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

参
考
文
献
及
び
注
釈

（
１
）
宗
田
一
「
図
説
日
本
医
療
文
化
史
」
四
六
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
九
三

（
２
）
馬
継
興
「
「
医
心
方
」
中
的
古
医
学
文
献
初
探
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
一
巻
、
三
号
、
三
二
六
～
三
七
○
頁
、
一
九
八
五

（
３
）
「
千
金
要
方
」
巻
二
十
七
房
中
補
益
第
八
で
は
、
「
仙
経
」
か
ら
「
存
思
丹
田
」
の
房
中
術
が
引
用
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
道
教
の
仙
道
修
行
と
深

く
関
わ
り
の
あ
る
「
採
気
之
道
」
や
「
男
女
倶
仙
之
道
」
と
い
っ
た
房
中
術
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
性
交
中
、
屏
鬚
と
い
う
ツ
ボ
を
押
し
て
射
精
を
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（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

抑
制
す
る
こ
と
は
、
作
者
の
経
験
談
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

（
４
）
酒
井
シ
ヅ
『
日
本
の
医
療
史
』
六
八
頁
、
東
京
書
籍
、
東
京
、
一
九
八
二

（
５
）
杉
立
義
一
「
医
心
方
の
伝
来
』
二
六
～
三
一
頁
、
思
文
閻
、
京
都
、
一
九
九
一

（
７
）
服
藤
早
苗
「
平
安
朝
の
家
と
女
性
」
二
九
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
九
七

（
８
）
服
藤
早
苗
「
平
安
朝
の
母
と
子
」
一
○
三
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
九
一

（
９
）
高
群
逸
枝
『
女
性
の
歴
史
』
（
１
）
六
四
頁
、
理
論
社
、
東
京
、
一
九
八
八

（
帥
）
関
口
裕
子
『
日
本
古
代
婚
姻
史
の
研
究
」
（
上
）
二
七
頁
、
塙
書
店
『
東
京
、
一
九
九
三
。
八
世
紀
か
ら
十
世
紀
ま
で
の
帝
の
御
妻
と
の
密
通

に
つ
い
て
は
、
西
山
良
平
の
「
王
朝
都
市
の
王
権
と
《
色
好
み
》
」
『
日
本
史
研
究
』
三
六
四
号
、
一
九
九
二
を
参
照
。

（
皿
）
服
藤
早
苗
『
平
安
朝
の
女
と
男
」
九
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
九
五

（
皿
）
「
伊
勢
物
語
』
（
六
十
三
段
）
一
八
三
～
一
八
四
頁
、
小
学
館
、
東
京
、
一
九
九
二

（
蝿
）
「
源
氏
物
語
」
（
一
）
四
○
七
～
四
一
八
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
九
四

口
）
塙
保
已
一
ら
編
「
群
耆
類
従
」
巻
一
三
五
、
平
文
社
、
東
京
、
一
九
七
九

（
巧
）
「
抱
女
於
懐
中
、
干
是
勒
繊
腰
、
撫
玉
体
、
申
嚥
椀
、
叙
稠
樛
」
（
和
志
第
四
）
、
「
叙
網
樛
、
魚
比
目
、
燕
同
心
、
鴛
鴦
合
」
（
三
十
法
第
十
三
）
、

「
其
坐
臥
毎
巻
之
形
、
堰
伏
開
張
之
勢
、
（
中
略
）
並
会
二
儀
之
理
、
倶
合
五
行
之
数
」
（
至
理
第
一
）
な
ど
は
、
房
内
篇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
洞

（
脳
）
「
日
本
書
紀
』
四
九
七
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
三
。
雄
略
天
皇
二
十
二
年
七
月
の
条
に
よ
っ
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）
「
風
土
記
』
四
七
五
～
四
七
七
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
四
、
に
収
録
さ
れ
る
漢
文
「
丹
後
国
、
浦
唄
子
」
に
よ
っ
て
集
計
し
た
も
の
で

へへへ

201918
…ー…

玄
子
」
の
関
連
条
文
で
あ
る
。

あ
る
？ 酒

井
シ
ヅ
『
日
本

杉
立
義
一
「
医
心

同
上
、
二
八
三
頁

『
万
葉
集
』
三
八
四
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
四
）
「
詠
水
江
浦
嶋
子
一
首
」
に
よ
っ
て
集
計
し
た
も
の
。

重
松
明
久
『
浦
島
子
伝
』
一
二
七
～
一
五
一
頁
、
現
代
思
潮
社
、
東
京
、
一
九
八
一

福
永
光
司
『
道
教
と
日
本
文
化
」
九
八
頁
、
人
文
書
院
、
京
都
、
一
九
九
八
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（
弱
）
下
出
積
與
『
道
教
、
そ
の
行
動
と
思
想
』
二
四
三
頁
、
評
論
社
、
東
京
、
一
九
七
一

（
別
）
直
木
考
二
郎
ら
編
『
日
本
古
典
文
学
鑑
賞
第
二
巻
、
日
本
書
紀
・
風
土
記
』
四
○
四
頁
、
角
川
書
店
、
東
京
、
一
九
八
一
・
重
松
明
久
「
浦
島
子

伝
」
一
五
一
頁
、
現
代
思
潮
社
、
東
京
、
一
九
八
一

（
蛇
）
宗
田
一
『
図
説
日
本
医
療
文
化
史
」
五
一
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
九
三

（
粥
）
伊
沢
凡
人
ら
「
現
代
語
完
訳
医
心
方
房
内
』
七
頁
、
芳
賀
書
店
、
東
京
、
一
九
六
八

（
型
）
中
村
真
一
郎
は
「
色
好
み
」
の
思
想
的
背
景
」
（
「
色
好
み
の
構
造
」
第
四
章
、
岩
波
新
書
、
一
○
七
～
二
五
頁
、
東
京
、
一
九
八
五
）
に
「
こ

の
今
日
か
ら
見
る
と
、
奇
怪
な
ま
で
に
放
縦
に
思
わ
れ
る
性
的
現
象
が
、
当
時
の
社
会
で
は
、
思
想
的
に
も
科
学
的
に
も
支
持
さ
れ
て
い
た
、
と
い

う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
後
、
平
安
中
期
の
二
つ
の
代
表
的
な
著
書
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
貴
族
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
詳
し

く
論
じ
て
い
る
。
思
想
的
な
代
表
作
は
、
空
海
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
真
言
密
教
の
重
要
な
経
典
『
理
趣
経
」
で
、
医
学
の
代
表
作
は
『
医
心
方
」

房
内
篇
だ
っ
た
と
い
う
。

（
京
都
府
立
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
）



AStudyoftheChapterofBonaihen(房内篇)inthelshinho(医心方）

byShanzhaoYAN

InthehistoryoftraditionalmedicineinEastAsia,corporationofthesexualart(房中術)asa

chapterofthemedicalsyntheticbook,isoneoftheoutstandingeditorialcharacteristicsinthe

Ishinho・TheBonaihenisanimportantcontributiontothecontinuationofthelshinho,andthe

preservationofthelostoriginalsource-textsofthesexualart.Theeditordrewthedifferentmain

pointsfromalotofselectedmaterialsaboutthesexualart,andclassifiedtheminto30itemsin

theBonaihen.Withthisoriginalclassificationitiseasytounderstandthevariousrolesofthe

sexualart.Therefore,theBonaihenwouldhavegiventhenoblesvaluableadvisesintheirsexual

life.Analyzingthecharacteristicsoftheclassification,itisobviousthattheeditorhasrespected

women.ThisstandpointwasinHuencedbythebureaucraticsystem,regardingtherelationof

equalitybetweenmanandwomaninthosedays.Moreover,throughtheexaminationofchanges

intheliteraryworkofUrajimago(浦島子),thesexualartwasseenasakindofsexual

amusementfromChina,anditinfluencedtheformationofthelecherouscultureintheHeian(平

安)period.Furthermore,itisestimatedthatTanbaYasuyoriwantedtochangethewrong

knowledgeaboutthesexualartamongthenoblesinordertobringitbackagaintothemedical

domain.

（
三
）
烏
）
叩
函
鰕
抑
守
溌

棉
澤
朴
鼠
幽
骨
、

の
守
め


